
自分に魔法をかけましょう 

 

「どうしたらいいんでしょう？今年になって、年長組の長男をかわいいと思えないんで

す。保育園ではいい子なのに家に帰ると親を困らせることばかりしているんです。私はつ

いつい『あんたのお母さんなんか、やめる！』って叫んでしまったり、時には手をあげて

しまったり……どんどん自分の気持ちにブレーキが効かなくなって、もう、親子関係が最

悪なんです。」 

 

こんな電話がかかってきました。よしたけ保育園のお子さんではありませんが、電話の

むこうでお母さんは泣いていらっしゃいます。 

 かわいい子が授かって、幸せいっぱいに見えるご家庭の中にも、こんな思いを抱えてい

らっしゃる方は、案外多いのではないでしょうか？本当にそのお気持ちはよくわかります。

子どもって、お母さんが好きなのに、大好きなのに、どうして困らせることばかりするの

でしょう？ 

 保育園でも、こんなことはよくあります。延長保育で、ずっとお迎えを待っていて、お

母さんがお迎えに来てくれてとっても嬉しいのに、お母さんを見ると知らん顔してすべり

台に行ってしまったり、廊下の絵本コーナーに行ってしまったり。なかなか帰ろうとせず、

お母さんを困らせるお子さんはよくいます。子どもは無意識のうちに、お母さんの気持ち

がどこにあるか、試しているのかもしれません。「僕を見てよ。ほら、こんな困ったことし

てるよ。何とか言ってよ。」 

 

 子どもがかわいいと思えないときは、誰にだってあるもの。そんな時はどうしましょう？

そんな時ほど、「○○は本当にかわいいな～、お母さんは大好きやよ。どんなことをしても

大好きやよ。」と言って、ぎゅっと抱きしめてしまいましょう。これは実は、子どものため

でなく、自分のための言葉、行動なのだと思います。お利口さんだから、かわいいから、

いい子にしてるから「大好き」というのは誰だって言えます。でも、大好きになりたいか

ら「大好き」という場合だって、あるのです。発した言葉は自分にすべて返ってきて、不

思議なことですが、あんなにもつれていた親子の糸が、すぅっとほどけていく時がありま

す。 

 子どもを、本来の素直でかわいい姿にもどしていくのは、お父さんお母さんの決意一つ

です。それは、「どんなことをしていても、どんなことを言っても、この子を愛し抜く」と

いく、決意です。愛するとは、感情ではなく強い意志なのかも知れません。 

 子どもには、行動という言葉で、思いを伝える努力をしなければなりません。「かわいい

ね」というと、ほんとにかわいくなります。「やさしいね」というと、ほんとにやさしい子

になり、「大好きだよ」というと、大好きになっていくのです。言葉のもつ、不思議な力を、

どうぞ信じて、自分に魔法をかけましょう。 

 また、一番上の子は、とても我慢しているものです。ほんの、２時間ぐらいでもいいで

すから、ひとりっ子にしてあげることも時々は必要です。 

 


